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新教科「理数」をどう創るか 
～ ス ー パ ー サ イ エ ン ス ハ イ ス ク ー ル の 実 践 を も と に ～  
 
How to Create a New Subject “Risuu” :  
Based on the Practice of Super-Science High School 
 
野  中    繁  
NONAKA Shigeru 
 
 
 
 
 
１  研 究 の 目 的  
 
2022 年 か ら 実 施 さ れ る 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 で は 、新 教 科「 理 数 」が 設 置
さ れ た １ ） 。  
教 科「 理 数 」は 、探 究 の 進 め 方 等 に 関 す る 基 礎 を 学 ぶ「 理 数 探 究 基 礎 」と 、
自 ら 課 題 を 設 定 し 探 究 す る「 理 数 探 究 」と で 構 成 さ れ る １ ）。そ し て 、「 理 数 」
に お い て は 、ス ー パ ー サ イ エ ン ス ハ イ ス ク ー ル に お け る 取 組 の 成 果 等 を 踏 ま
え 、 教 科 の 枠 に と ら わ れ な い 多 面 的 ・ 多 角 的 な 視 点 で 事 象 を 捉 え 、 数 学 や 理
科 に お け る 「 見 方 ・ 考 え 方 」 を 活 用 し な が ら 探 究 的 な 学 習 を 行 い 、 新 た な 価
値 の 創 造 に 向 け て 粘 り 強 く 挑 戦 す る 力 の 基 礎 を 培 う 科 目 を 設 定 す る と さ れ
て い る １ ） 。  
文 部 科 学 省「 次 期 学 習 指 導 要 領 等 に 向 け た こ れ ま で の 審 議 の ま と め 補 足 資
料 ２ ） 」 で は 、 高 等 学 校 「 理 数 探 究 （ 仮 称 ） 」 の 全 体 像 や 方 向 性 を 下 図 の よ う
に 示 し て い る 。  
* 武蔵野大学教育学部
*
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高等学校「理数探究（仮称）」の方向性
資
質
・
能
力
○探究の過程全体を自ら遂行するた
めに必要な知識・技能
○研究倫理についての基本的な理解
新
科
目
案
理数探究基礎
（仮称）
理数探究（仮称）  基礎で身に付けた資質・能力を活用して自ら課題を設定し探究の過程全体を行わせる
 探究の進め方等に関する基礎的な知識・技
能、探究する意義の理解、主体的に探究に
取り組む態度等を身に付ける
基
本
原
理
①教科の枠にとらわれ
ない多角的、多面的な
視点で事象を捉え、
②数学や理科における見
方・考え方を活用したり組
み合わせしたりしながら、
④新たな価値の創造に
向けて粘り強く挑戦する
力の基礎を培う
③探究的な学習を行
うことを通じて、
 算数・数学や理科を学ぶ楽しさ、これらの学習に対する児童⽣徒の意識は諸外国と⽐べ肯定的な回答割合が低い。
 「数学活⽤」や「理科課題研究」における課題研究等の活動は、⽣徒の学習に対する興味・関⼼・意欲の向上や知
識・技能の着実な習得、思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成に有効だが、開設率が低い状況。（１割未満）
 スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）で設定されている｢課題探究｣等の探究的な科⽬は、数学と理科で育成さ
れた能⼒を統合し、課題の発⾒・解決に探究的に取り組むことで教育効果が⾼い。
現状・課題
○多様な価値観や感性を有する人々
との議論等を通じて多角的・多面的に
思考するとともに、探究の過程全体を
自ら遂行することができる力
○数学や理科に関する課題や事
象に徹底的に向き合い考え抜いて
行動する態度
教科「理数」における選択科目として以下の２科目を新設
・評価に当たっては、新たな知見の
有無などの探究の成果よりも、課題
を発見して結論をまとめるまでの一
連の探究過程を重視
・「探究ノート」等を通じて生徒の独
創的な思考や探究過程における態
度を評価
将来、科学技術分野等の第一線で活躍する人材を育成 7  
 
 
先 に 私 は 、 近 年 の 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 の 歴 史 や 経 緯 を 振 り 返 る 中 で 、 特 に
高 等 学 校 理 科 に お け る 「 課 題 研 究 」 や 「 問 題 解 決 学 習 」 等 の 探 究 活 動 の 系 譜
を 明 ら か に す る こ と を 通 し て 、 次 期 学 習 指 導 要 領 の 「 理 数 探 究 」 に 期 待 さ れ
る も の や 、学 校 現 場 に お け る 課 題 と 対 策 を 整 理 す る こ と を 目 的 に 報 告 ３ ）を 行
っ た 。  
本 研 究 は 、 そ の 続 報 と し て 、 次 の ２ 点 を ね ら い と し て 行 っ た 。  
１  な ぜ 今 、 「 理 数 探 究 」 な の か 。 「 PISA2015」 や 「 TIMSS2015」 等 の 新 た
な 調 査 結 果 も 含 め 、 子 供 た ち の 実 態 や 意 識 傾 向 に つ い て の 調 査 結 果 の 中 か
ら 、 「 課 題 研 究 」 の 必 要 性 の 背 景 に あ る も の を 明 ら か に す る 。  
２  ス ー パ ー サ イ エ ン ス ハ イ ス ク ー ル 等 の 先 進 校 の 実 践 を 踏 ま え 分 析 す る 中
か ら 、 新 た に 導 入 さ れ る 「 理 数 探 究 」 の 課 題 を 明 確 に す る と と も に 、 今 後 、
学 校 で「 理 数 探 究 基 礎 」、「 理 数 探 究 」に 取 り 組 む 際 の 参 考 と な る 取 組 み 例
を 収 集 、 提 案 す る 。  
 
 
２  なぜ今 、「 理 数 探 究 」 なのか 
 
平 成 28 年 12 月 21 日 、中 央 教 育 審 議 会 答 申「 幼 稚 園 、小 学 校 、中 学 校 、高
等 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 学 習 指 導 要 領 等 の 改 善 及 び 必 要 な 方 策 等 に つ い
高等学校「理数探究（仮称）」の方向性（文部科学省「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ補足資料２）」から引用） 
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て （ 答 申 ） 」 （ 以 下 、 「 平 成 28 年 中 央 教 育 審 議 会 答 申 」 と 略 記 ） ４ ） で は 、
教 科 「 理 数 」 が 新 設 さ れ た 理 由 に つ い て 、 次 の よ う な 点 が あ げ ら れ て い る 。 
１ ） 今 回 の 学 習 指 導 要 領 改 訂 の 方 向 性 と し て 、「 何 を 学 ぶ か 」だ け で は な く 、
「 ど の よ う に 学 ぶ か 」が 明 示 さ れ 、そ こ か ら「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び（ ア
ク テ ィ ブ ･ラ ー ニ ン グ ）」に 注 目 が 集 ま っ て い る 。高 等 学 校 に お け る 教 科「 理
数 」 の 設 置 と 、「 理 数 探 究 基 礎 」 及 び 「 理 数 探 究 」 は 、「 主 体 的 ・ 対 話 的 で
深 い 学 び 」 の 象 徴 と な る 学 習 で あ る 。  
２ ）  『 2012 年 に 実 施 さ れ た 15 歳 児 を 対 象 に し た OECD 生 徒 の 学 習 到 達 度 調
査 （ PISA） ５ ） の 結 果 で は 、 数 学 的 リ テ ラ シ ー 、 読 解 力 、 科 学 的 リ テ ラ シ ー
の ３ 分 野 全 て に お い て 、 平 均 得 点 が 比 較 可 能 な 調 査 回 以 降 最 も 高 く な っ て
お り 、読 解 力 、科 学 的 リ テ ラ シ ー は 、OECD 加 盟 国 中 １ 位 で あ っ た 。し か し 、
TIMSS の 2011 年 国 際 調 査 ６ ） に お い て 、 日 本 の 生 徒 は 「 理 科 が 役 に 立 つ 」 、
「 理 科 が 楽 し い 」 と の 回 答 が 国 際 平 均 よ り 際 立 っ て 低 い こ と が 明 白 と な っ
た （ 表 １ ） 。  
特 に 中 学 校 段 階 以 降 に お い て 、『 理 科 の 好 き な 子 供 が 少 な い 状 況 を 改 善 す
る こ と が 急 務 で あ る 。 こ の た め 、 生 徒 自 身 が 観 察 ・ 実 験 を 中 心 と し た 探 究 の
過 程 を 通 じ て 課 題 を 解 決 し た り 、 新 た な 課 題 を 発 見 し た り す る 経 験 を 可 能 な
限 り 増 加 さ せ て い く こ と が 重 要 で あ り 、 こ の こ と が 理 科 の 面 白 さ を 感 じ た
り 、 理 科 の 有 用 性 を 認 識 し た り す る こ と に つ な が っ て い く 。 』 （ 「 次 期 学 習
指 導 要 領 等 に 向 け た こ れ ま で の 審 議 の ま と め に つ い て (報 告 )」 （ 平 成 28 年 ）
２ ） よ り 一 部 抜 粋 )。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表１  数学 ・ 理科 の 学習 に 関す る 生徒 の 意識 調 査  
※生徒質問紙調査（対象：中学校２年生）において、下記項目につき、「強くそう思う」、「そう思う」と回答した生徒の割合の合計 
 
 
数 学  理 科  
日 本  国 際 平 均  日 本  国 際 平 均  
数 学 ・ 理 科 の 勉 強 は 楽 し い  4 8 %  7 1 %  6 3 %  8 0 %  
数 学 ・ 理 科 を 勉 強 す る と 日 常 生 活 に 役 立 つ  7 1 %  8 9 %  5 7 %  8 3 %  
他 教 科 を 勉 強 す る た め に 数 学 ・ 理 科 が 必 要  6 7 %  8 1 %  3 5 %  7 0 %  
志 望 大 学 に 入 る た め に 良 い 成 績 が 必 要  7 2 %  8 5 %  5 9 %  7 7 %  
将 来 望 む 仕 事 に つ く た め に 良 い 成 績 が 必 要  6 2 %  8 3 %  4 7 %  7 0 %  
数 学 ・ 理 科 を 使 う こ と が 含 ま れ る 職 業 に つ き た い  1 8 %  5 2 %  2 0 %  5 6 %  
(出 典 ） IEA 国 際 数 学 ・ 理 科 教 育 動 向 調 査 （ TIMSS2011） 質 問 紙 調 査 結 果 ６ ） よ り  
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こ の 点 に つ い て 、 さ ら に そ の 後 の 調 査 の 分 析 も 含 め て 補 足 を す る 。  
①  「 OECD 生 徒 の 学 習 到 達 度 調 査 （ PISA2015） ７ ） 」 に お い て は 、 以 下 の よ
う な 結 果 が 報 告 さ れ て い る 。  
○  科 学 的 リ テ ラ シ ー 、 読 解 力 、 数 学 的 リ テ ラ シ ー の 各 分 野 に お い て 、 日 本
は 国 際 的 に 見 る と 引 き 続 き  平 均 得 点 が 高 い 上 位 グ ル ー プ に 位 置 し て い
る 。 一 方 で 、 前 回 調 査 と 比 較 し て 、 読 解 力 の 平 均 得 点 が 有 意 に 低 下 し て い
る が 、 こ れ に つ い て は 、 コ ン ピ ュ ー タ 使 用 型 調 査 へ の 移 行 の 影 響 な ど が 考
え ら れ る 。   
○  今 回 調 査 の 中 心 分 野 で あ る 科 学 的 リ テ ラ シ ー の 平 均 得 点 に つ い て 、 三 つ の
科 学 的 能 力 別 に 見 る と  日 本 は 各 能 力 と も に 国 際 的 に 上 位 に 位 置 し て い る 。  
○  生 徒 の 科 学 に 対 す る 態 度 に つ い て は 、 OECD 平 均 と 比 較 す る と 肯 定 的 な 回
答 を し た 生 徒 の 割 合 が 依 然 と し て 低 い も の の 、 例 え ば 自 分 の 将 来 に 理 科 の 学
習 が 役 に 立 つ と 感 じ て い る 生 徒 の 割 合 が 2006 年 に 比 べ る と 増 加 す る な ど の
改 善 が 見 ら れ た （ 図 １ ～ ４ ） 。  
○  ま た 、 理 科 に 関 し て は 、 わ が 国 の 結 果 の 特 徴 は 、 ｢現 象 を 科 学 的 に 説 明 す
る ｣能 力 、｢科 学 的 探 究 を 評 価 し て 計 画 す る ｣能 力 、｢デ ー タ と 証 拠 を 科 学 的 に
解 釈 す る ｣能 力 の 三 つ の 科 学 的 能 力 別 に 見 る と 、 各 能 力 と も に 国 際 的 に 上 位
に 位 置 し て い る が 、 他 の 能 力 と 比 べ る と ｢科 学 的 探 究 を 評 価 し て 計 画 す る ｣
能 力 の 平 均 得 点 は 相 対 的 に 低 い 。  
○  ま た 、 本 調 査 の 中 で 、 最 も 気 に か か る の は 、 「 理 科 に 関 す る 我 が 国 に お
け る 指 標 値 の 変 化 」 に つ い て で あ る （ 図 １ ～ ４ ） 。 我 が 国 の 生 徒 の 「 科 学
が 楽 し い 」 「 科 学 に 関 す る 活 動 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 」 「 理 科 学 習 者
と し て の 自 己 効 力 感 」 「 理 科 の 学 習 が 自 分 の 将 来 に 役 立 つ 」 と い っ た 指 標
は 、 依 然 と し て OECD 平 均 を 下 回 っ て い る 。  
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②  2015 年 に 行 わ れ た 「 国 際 数 学 ・ 理 科 教 育 動 向 調 査 （ TIMSS2015） ８ ） 」 に
お い て も 、 ほ ぼ 同 様 の 結 果 が 得 ら れ て い る （ 表 ２ ） 。  
○  【 調 査 の 概 要 】 国 際 教 育 到 達 度 評 価 学 会 （ Ｉ Ｅ Ａ ） が 、 児 童 生 徒 の 算 数
・ 数 学 、 理 科 の 到 達 度 を 国 際 的 な 尺 度 に よ っ て 測 定 し 、 児 童 生 徒 の 学 習 環
境 等 と の 関 係 を 明 ら か に す る た め に 実 施 し た 。小 学 校 は 50 か 国・地 域（ 約
27 万 人 ） 、 中 学 校 は 40 か 国 ・ 地 域 （ 約 25 万 人 ） が 参 加 し た 。  我 が 国 で
は 、 148 校 の 小 学 校 ４ 年 生 約 4,400 人 、 147 校 の 中 学 校 ２ 年 生 約 4,700 人 が  
参 加 し た 。 （ 平 成 27（ 2015） 年 ３ 月 に 実 施 ）  
○  【 調 査 結 果 の 概 要 】小 学 校 、中 学 校 と も に 、全 て の 教 科 に お い て 、引 き 続
き 上 位 を 維 持 し て お り 、 前 回 調 査 に 比 べ 、 平 均 得 点 が 有 意 に 上 昇 し て い る 。 
 
○  2003 年 以 降 、 経 年 で の 変 化 を み て い く と 、 550 点 未 満 の 児 童 生 徒 の 割 合 が
減 少 し 、 550 点 以 上 の 児 童 生 徒 の 割 合 が 増 加 し て い る 傾 向 が 見 ら れ る 。  
○  算 数 ・ 数 学 、 理 科 に 対 す る 意 識 に つ い て は 、 前 回 調 査 と 同 様 に 、 小 学 校
の ｢理 科 は 楽 し い ｣を 除 き 、国 際 平 均 を 下 回 っ て い る 項 目 が 多 い 。こ の 点 が 、
我 が 国 の 理 科 教 育 の 大 き な 課 題 で あ る こ と は 変 わ り が な い 。 し か し 、 算 数
・ 数 学 、 理 科 が 楽 し い と 思 う 児 童 生 徒 の 割 合 は 増 加 し て お り 、 中 学 校 に お
い て は 、 国 際 平 均 と の 差 が 縮 ま っ て い る 傾 向 が 見 ら れ る 。 ま た 、 中 学 校 に
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回
1995年 1999年 2003年 2007年 2011年 2015年
国/地域(41)　　平均得点　 国/地域(38)　　平均得点　 国/地域(45)　　平均得点　 国/地域(48)　　平均得点　 国/地域(42)　　平均得点　 国/地域(39)　　平均得点　
シンガポール　 607点 台湾　　　　　　  569点 シンガポール　 578点 シンガポール　 567点 シンガポール 　590点 シンガポール 　597点
チェコ　　　　　　574点 シンガポール　 568点 台湾　　　　　  　561点 台湾　　　　　  　561点 台湾　　　　　　　564点 日本　　　　　　　571点
日本　　　　　　  571点 ハンガリー　  　552点 韓国　　　　　  　558点 日本　　　　  　　554点 韓国　　　　　　　560点 台湾　　　　　　　569点
韓国　　　　　　  565点 日本　　　　　　  550点 香港　　　　　  　556点 韓国　　　　　  　553点 日本　　　　　　　558点 韓国　　　　　　　556点
ブルガリア　　  565点 韓国　　　　　  　549点 エストニア　　 　552点 イングランド　 　542点 フィンランド　　　552点 スロべニア　　　551点
日本　　　　    　552点
表2　国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）における理科の成績（中学校）
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お い て は 、 数 学 、 理 科 に つ い て 、 「 日 常 生 活 に 役 立 つ 」 、 「 将 来 、 自 分 が
望 む 仕 事 に つ く た め に 、 良 い 成 績 を と る 必 要 が あ る 」 と い う 生 徒 の 割 合 が
増 加 し て お り 、国 際 平 均 と の 差 が 縮 ま っ て い る 傾 向 が 見 ら れ る（ 図 5～ 8）。 
 
以 上 の よ う に 、 数 学 ・ 理 科 の 学 習 に 関 す る 生 徒 の 意 識 に 関 す る 調 査 結 果 か
ら 、 国 際 平 均 に 比 べ て 、 日 本 の 中 学 生 が 理 科 の 学 習 の 楽 し さ や 実 社 会 と の 関
連 に 対 し て 肯 定 的 な 回 答 を す る 割 合 が 少 な い こ と が 最 大 の 課 題 で あ る 。日 本
の 小 学 生 が 国 際 平 均 並 み の 回 答 を し て い る こ と か ら 、中 学 校 以 降 の 学 習 の ど
こ か に 原 因 が あ る こ と は 明 ら か で あ る 。そ の 原 因 を 一 つ に 絞 る こ と は で き な
い が 、 少 な く と も 、 理 科 の 学 習 の 現 状 が 、 生 徒 の 学 習 に 対 す る 興 味 ・ 関 心 ・
意 欲 を 高 め る こ と が で き て い な い こ と は 調 査 結 果 か ら 明 白 で あ る 。  
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理 数 に お け る 探 究 的 な 学 習 や 課 題 研 究 等 の 活 動 は 、適 切 な 取 り 組 み を 行 え
ば 、 生 徒 の 学 習 に 対 す る 興 味 ・ 関 心 ・ 意 欲 の 向 上 に 有 効 で あ る こ と は 、 様 々
な ス ー パ ー サ イ エ ン ス ハ イ ス ク ー ル の 調 査 ９ ）に お い て 報 告 さ れ て い る 。教 科
「 理 数 」 、 「 理 数 探 究 基 礎 」 「 理 数 探 究 」 へ の 取 り 組 み を 含 め た 探 究 的 な 学
習 へ の よ り 広 範 囲 な 取 り 組 み が 、 「 数 学 ・ 理 科 が 好 き 」 を 増 加 さ せ て い く こ
と に な る と 考 え る 。  
ま た 、 「 PISA2015」 ７ ） や 「 TIMSS2015」 ８ ） の 結 果 か ら 、 若 干 で は あ る が
理 数 の 学 習 に 関 す る 生 徒 の 意 識 に 改 善 の 兆 し が あ る こ と も 同 時 に 示 唆 さ れ
て い る こ と に 注 目 し た い 。 そ の 一 因 は 、 近 年 、 日 本 の 教 育 界 で 流 行 と も な っ
て い る 「 ど の よ う に 学 ぶ か 」 と い っ た 視 点 か ら の 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学
び （ 「 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ 」 ） に 関 連 が あ る と 私 は 考 え る 。 そ の よ う な
観 点 か ら も 、我 が 国 に お け る 探 究 的 な 学 習 へ の よ り 積 極 的 な 取 り 組 み が 今 後
の 理 数 教 育 の 鍵 に な っ て い る と 言 え る だ ろ う 。  
 
 
３ 「理数探究」への取り組みの実際～スーパーサイエンスハイスクールの
実践等の中から～ 
 
実 際 に 学 校 で 「 理 数 探 究 」 に 取 り 組 む 際 に 、 課 題 に な る こ と は ど の よ う な
こ と だ ろ う か 。 ス ー パ ー サ イ エ ン ス ス ク ー ル の 実 践 報 告 か ら は 、 次 の よ う な
具 体 的 な 課 題 が あ が っ て い る 。  
 １  課 題 研 究 は 、 生 徒 が 自 ら の 疑 問 を 探 究 す る 過 程 を 通 し て 、 こ れ か ら の
社 会 を 生 き る た め に 必 要 な 力 を 育 む こ と で あ り 、生 徒 の 疑 問 か ら 出 発 す
る こ と が 望 ま し い 。 し か し な が ら 、 実 際 に 生 徒 が 自 ら 課 題 研 究 に 適 し た
テ ー マ を 設 定 す る こ と が 第 一 の 壁 で あ る 。生 徒 が 自 ら の 探 究 テ ー マ を 見
つ け て い く こ と が で き る よ う 、 様 々 な 工 夫 が 必 要 で あ る 。  
２  テ ー マ が 決 定 し て も 、 い き な り 研 究 を 始 め ろ と 言 わ れ て も 取 り 組 む こ
と は で き な い 。理 数 に お け る 研 究 と は 何 か 、ど の よ う に 進 め れ ば よ い の か
を 知 っ て お く 必 要 が あ る 。 科 学 的 に 探 究 す る た め の 基 本 的 な 力 を 生 徒 に
も た せ な け れ ば な ら な い 。  
３  上 記 の 点 も 含 め て 、 学 校 現 場 で 「 理 数 」 に 取 り 組 む た め に は 、 ３ 年 間
の 課 題 研 究 の 流 れ を ど の よ う に 創 る か 、 全 校 の 指 導 体 制 を ど う す る か 、
評 価 は ど の よ う に す る の か 、 外 部 機 関 と の 連 携 を ど う 作 る か 等 、 多 く の
課 題 が あ る 。  
 
 「 理 数 探 究 」 、 「 理 数 探 究 基 礎 」 を 具 体 化 す る に あ た っ て 、 ス ー パ ー サ イ
エ ン ス ハ イ ス ク ー ル （ SSH） に は 、 こ れ ま で 研 究 開 発 し 蓄 積 し て き た 課 題 研
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究 に 関 す る 様 々 な 知 見 や ノ ウ ハ ウ が あ る 。 こ れ を よ り 広 く 発 信 、 共 有 す る こ
と が 求 め ら れ る 。  
こ こ で は 、 上 記 １ と ２ に 絞 っ て 、 ス ー パ ー サ イ エ ン ス ハ イ ス ク ー ル の 研 究
報 告 書 の 中 か ら 、 具 体 的 な 取 り 組 み を 抜 粋 し て ま と め て み た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課 題 研 究 の ３ 年 間 の 流 れ を ど う つ く る か  
～ SSH 校  A 校 （ 全 日 制 ・ 普 通 科 ） の 例 ～  
 A 校 の 課 題 研 究 の 3 年 間 の 流 れ を 、特 に １ 年 次 の 課 題 研 究 に 本 格 的 に 取 り 組 む 前 に や っ て い る こ と を 中 心 に
ま と め た も の で あ る 。A 校 で は 文 系・理 系 を 問 わ ず 全 校 生 徒 を 課 題 研 究 の 対 象 と し 、全 教 員 で 課 題 研 究 の 指 導 に
当 た っ て い る 。1 年 次 に は 基 礎 づ く り と し て グ ル ー プ で 研 究 を 進 め る 手 法 に つ い て 学 ぶ 。１ 年 3 学 期 か ら 探 究 活
動 を 始 め 、 ２ 年 次 の 「 課 題 研 究 Ⅱ 」 で 本 格 的 に 課 題 研 究 に 取 り 組 む 。  
１  課 題 研 究 の ３ 年 間 の 流 れ  
学年 
主テ
ーマ 
学期 課題研究領域 情報領域 
１年 
「 課 題 研
究Ⅰ」 
２単位 
基礎つ
くり 
１学期 ・独自テキスト「研究Ⅰ」による研究基礎づくり 
・プレゼンテーション 
・メディアリテラシー 
・ブレインストーミング、KJ 法 
・構想マップ 
・ブックミーティング 
・データ分析 
・ディベート 
・課題研究領域と連動して、
インターネットやメールの
仕組み 
・著作権等の法律 
・Word、Excel、Power Point
を用いた実習 
２学期 
３学期 ・分野別ミニ課題研究 
・理系-実験・観察を通して自らのテーマを探る。研
究計画作成へ 
・文系-輪読ゼミ。題材選択、研究計画作成へ 
２年 
「 課 題 研
究Ⅱ」 
２単位 
研究の
実践 
 
年間 
・課題研究に取り組む 
・10 月に「SSH 中間発表会」 
・３月に全校行事として「SSH 研究成果発表会」を実施 
 
３年 
「 課 題 研
究Ⅲ」 
選択 
研究の
発展 
年間 ・さらに研究を進めたい生徒は「課題研究Ⅲ」を選択し、研究の深化、異グループと
の融合、英語でのプレゼンテーション等に取り組むことができる。 
２  「 研 究 Ⅰ 」 の 内 容  
時期 項目 内容 
４月 メディアリテラシー 新聞記事の比較からクリティカルな思考を身に付ける活動 
５月 KJ 法、構想マップ 社会問題をグループで話し合い、まとめ、発表する活動 
６月 情報を読み取る 例えば、日本のエネルギー事情を複数の資料から読み取る活動 
９月 ビブリオバトル 表現の仕方を考え、本を紹介する活動 
10 月 ディベート 例えば臓器移植への賛否をディベートにより議論する活動 
12 月 データ分析 統計データ処理の方法、相関係数、四分割表（対照実験の必要性）やアンケート作成の
注意事項など 
1～２月 分野別研究 研究分野に分かれ、実験器具の使い方も含む探究活動や実験の進め方について体験しな
がら学ぶ。 
ミニ課題研究として、仮テーマの設定から報告までを行う活動を通して、自らの研究テ
ーマを探る 
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科 学 の 方 法 を 理 解 さ せ る  
SSH 校  B 校 （ 全 日 制 ・ 普 通 科 ） の 取 り 組 み  
 
B 校 で は 、 本 格 的 に 自 ら の テ ー マ に よ る 課 題 研 究 に 取 り 組 む 前 に 、 以 下 の よ う に 、 様
々 な 教 科 の 学 習 も 含 め て 「 科 学 的 な 探 究 の 方 法 」 の 習 得 に 取 り 組 ま せ 、 科 学 の 方 法 を 理
解 さ せ た 上 で 課 題 研 究 に 入 っ て い る 。  
１  科 学 の 方 法 を 理 解 す る  
 各 教 科 の 中 で 科 学 の 方 法 を 知 る 授 業 が 行 わ れ て い る 。 例 え ば 生 物 の 授 業 で は 、 観 察 か
ら 仮 設 の 設 定 、 実 験 （ 対 照 実 験 ） 、 結 果 の 検 証 か ら 次 の 仮 設 の 設 定 へ と い う 科 学 の 方 法
の 流 れ を 理 解 す る 題 材 と し て 、 視 覚 的 か ぎ 刺 激 の 実 験 、 テ ィ ン バ ー ゲ ン ( T i n b e r g e n  1 9 4 8
年 ) に よ る イ ト ヨ ( ト ゲ ウ オ の 一 種 ) の 雄 の 縄 張 り 防 衛 行 動 の 研 究 を 取 り 上 げ て い る 。  
・ 雄 に 縄 張 り 防 衛 行 動 を ひ き お こ す 刺 激 に な る も の は ， イ ト ヨ の 形 態 そ の も の よ り は  “
赤 い ” 腹 部 な の で ， フ ナ の よ う な 形 で あ ろ う と ド ジ ョ ウ の よ う な 形 で あ ろ う と ， 下 半
分 が “ 赤 い ” な ら 闘 い が 解 発 さ れ る こ と を 導 く 仮 説 と 実 験 を 考 え る 。  
・ イ ト ヨ の 雄 は 縄 張 り の 境 界 近 く に 雌 が 現 れ る と ジ グ ザ グ ダ ン ス の デ ィ ス プ レ イ を 示
す 。 こ の と き の サ イ ン 刺 激 は 腹 が “ ふ く れ た ” こ と で あ り ， ふ く れ て い な け れ ば 正 確
に 雌 を コ ピ ー し て も デ ィ ス プ レ イ は 起 こ ら な い 。 そ の 逆 に ， 腹 が ふ く れ て い れ ば デ ィ
ス プ レ イ が 起 こ る こ と を 導 く 仮 説 と 実 験 を 考 え る 。  
こ こ か ら 仮 設 の 設 定 、実 験 計 画 の 作 成 と い っ た 科 学 の 方 法 の 流 れ を 知 る こ と が で き る 。 
他 の 教 科 ・ 科 目 で も 、 そ れ ぞ れ の 教 科 の 特 徴 を 生 か し た 課 題 研 究 へ の 取 り 組 み 方 法 を
知 る 学 習 が 可 能 で あ る 。  
２  コ ッ プ の 汗 の 探 究  
 生 徒 に 、紙 コ ッ プ や お 湯 等 、簡 単 な 実 験 材 料 を 与 え 、「 茶 碗 に お 湯 を 入 れ て 、机 の 上 に
置 く と 、 机 の 高 台 の 下 に な っ た 部 分 が 水 で く も る 。 そ れ は な ぜ な の か ？ 」 を 実 験 的 に 説
明 さ せ る 。 実 験 計 画 の 作 成 、 創 意 工 夫 の 力 を 育 て る こ と が で き る 。  
３  誰 の 作 っ た 独 楽 が 一 番 長 く 回 る か  
 独 楽 を 作 成 す る た め に 必 要 な 材 料 を 生 徒 に 与 え 、 で き る だ け 長 い 時 間 回 る 独 楽 づ く り
を 工 夫 さ せ る 。 コ ツ を つ か ん だ 生 徒 は 、 か な り 長 く 回 る 独 楽 を 作 成 す る 。 競 い 合 う こ と
も 刺 激 と な る 。 構 想 力 や 創 意 工 夫 の 力 を 育 て る こ と が で き る 。  
４  ミ ニ 課 題 研 究  
１ ） 学 校 の 地 域 に 合 っ た 題 材 を 研 究 材 料 に す る こ と は 地 域 と の 連 携 に つ な が る 。 B 校 で
は 駅 前 の シ ャ ッ タ ー 商 店 街 を い か に 活 性 化 さ せ る か を テ ー マ に ミ ニ 課 題 研 究 を 行 わ せ
て い る 。  
２ ） 学 校 で 入 手 し や す い 材 料 を 使 っ た 実 験 を で き る だ け 多 く 用 意 し て お く 。 例 え ば 、 ダ ン
ゴ ム シ な ら ば 広 い 地 域 の 学 校 で 容 易 に 入 手 で き る 。こ の ダ ン ゴ ム シ を 用 い た T 字 路 実 験
を 、 仮 説 の 設 定 、 そ れ に 合 っ た 実 験 装 置 を 手 作 り し て 、 仮 説 の 検 証 ま で を 行 わ せ る 。  
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４  新教科「理数」、新科目「理数探究」「理数探究基礎」をどう創るか 
 
次 期 学 習 指 導 要 領 に お け る 理 数 の 課 題 研 究 の 流 れ は 、先 行 す る「 理 数 探 究 基
礎 」 の 学 習 と 、「 理 数 探 究 （ 課 題 の 設 定 、 調 査 研 究 、 ま と め 、 発 表 等 ） 」 と に
分 け ら れ る 。学 校 が「 理 数 探 究 」を 実 施 し よ う と す る 際 に 実 際 に 直 面 す る 課 題
は 、 こ れ ま で 示 し た こ と を ふ ま え て 以 下 の よ う に ま と め る こ と が で き る 。  
(1 )  教 育 課 程 の 編 成 と カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ー ジ メ ン ト  
新 教 育 課 程 編 成 に お け る カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ー ジ メ ン ト の 最 大 の 課 題 は 、
「 教 科 等 の 縦 割 り や 学 年 を 超 え て 、 学 校 全 体 で 取 り 組 む こ と 」 に あ る 。 「 理
数 」 に ど う 取 り 組 む か と い う 課 題 は 、 イ コ ー ル 「 総 合 的 な 探 究 の 時 間 」 に ど
う 取 り 組 む か 、 「 古 典 探 究 」 「 日 本 史 探 究 」 「 世 界 史 探 究 」 等 の 探 究 科 目 に
ど う 取 り 組 む か 、 「 情 報 」 「 外 国 語 」 「 外 国 語 ： 論 理 表 現 」 と の 融 合 や 相 互
連 携 等 、 様 々 な 教 科 ・ 科 目 を 巻 き 込 む 、 大 き な カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ー ジ メ ン
ト で あ る 。  
「 理 数 探 究 基 礎 」 や 「 理 数 探 究 」 は 、 「 総 合 的 な 探 究 の 時 間 」 の 代 替 科 目
と な る 。 実 際 、 多 く の 普 通 科 高 等 学 校 で 、 進 学 を 考 慮 し た 理 系 、 文 系 別 の 教
育 課 程 編 成 が 行 わ れ て い る 。 理 系 の 生 徒 に 「 理 数 」 を 学 ば せ る こ と に は 大 き
な 抵 抗 は な い と 思 う が 、 文 系 の 生 徒 も 含 め 、 探 究 や 課 題 研 究 に 取 り 組 ま せ る
全 校 体 制 を 作 る こ と が 重 要 で あ る 。SSH で も こ の 全 校 体 制 づ く り が で き な い
と 負 担 が 一 部 だ け に 偏 り 、 う ま く い か な い 例 が 多 い 。  
(2 )   先 行 す る 「 理 数 探 究 基 礎 」 の 学 習  
 「 理 数 」 で は 、 課 題 研 究 に 取 り 組 む 前 に 、 「 理 数 探 究 基 礎 」 を 学 ぶ 。 こ の
カ リ キ ュ ラ ム を ど の よ う に 構 成 す る か を 、各 学 校 は 学 校 の 実 情 や 生 徒 の 状 況
に 応 じ て 工 夫 し て い く 。 課 題 研 究 に 取 り 組 む 前 に 、 生 徒 に 自 ら の 力 で 課 題 解
決 を し て い く 力 を 身 に 付 け さ せ る 必 要 が あ る 。 さ ま ざ ま な 内 容 ・ 準 備 が 必 要
に な る が 、 私 は 、 「 理 数 探 究 基 礎 」 で は 次 の ４ 点 を あ げ た い 。  
①  課 題 研 究 に 入 る 前 に 、 必 ず 教 え て お か な け れ ば な ら な い の は 研 究 倫 理 に
つ い て で あ る 。近 年 、研 究 不 正 行 為 が 多 発 し て い る こ と を 受 け 、で き る だ け
具 体 的 な 事 例 を も と に 、や っ て は い け な い こ と を 徹 底 し て お き た い 。デ ー タ
・研 究 活 動 に よ っ て 得 ら れ た 結 果 の 改 ざ ん 、存 在 し て い な い デ ー タ や 結 果 を
作 り 上 げ る 捏 造 、他 の 研 究 者 の 論 文 等 を 流 用 す る 盗 用 な ど 、決 し て や っ て は
な ら な い こ と を 徹 底 す る 必 要 が あ る 。特 に 、近 年 イ ン タ ー ネ ッ ト の 発 達 に よ
る 、い わ ゆ る コ ピ ペ（ コ ピ ー ・ ア ン ド ・ ペ ー ス ト ）問 題 に 細 心 の 注 意 を 払 う
必 要 が あ る 。   
②  基 礎 的 な 探 究 実 験 の 実 施 を 通 し て 実 験 の 基 礎 技 術 を 身 に 付 け さ せ る こ と 。
例 え ば 、使 用 し た 駒 込 ピ ペ ッ ト を そ の ま ま 机 上 に 置 い た り 、液 を 吸 い 取 っ た
ま ま ピ ペ ッ ト の 先 を 上 に 向 け た り 、マ ッ チ で 火 が 付 け ら れ な か っ た り 、顕 微
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鏡 の 基 本 操 作 が で き な い な ど の 問 題 が Ｓ Ｓ Ｈ で あ っ て も 見 ら れ る 。 基 本 的
な 実 験 器 具 を 安 全 に 使 え る こ と か ら 理 科 の 実 験 が 始 ま る 。  
③  「 科 学 的 な 探 究 の 方 法 」 を 身 に 付 け さ せ る こ と 。 特 に 、 仮 説 の 設 定 か ら
対 照 実 験 を 正 し く 置 い た 実 験 計 画 の 作 成 ま で は 、ミ ニ 課 題 研 究 等 の 実 施 を
通 し て 十 分 に ト レ ー ニ ン グ し て お く 。  
④  ミ ニ 課 題 研 究 （ 課 題 は 全 員 共 通 で も よ い ） の 実 施 。 本 格 的 な 課 題 研 究 の
前 に 、生 徒 が 自 ら 実 験 計 画 の 作 成 が 出 来 る 簡 単 な 課 題 研 究 に 何 回 か 取 り 組
ま せ た い 。 例 え ば Ｓ Ｓ Ｈ で よ く 取 り 組 ま れ て い る モ デ ル 実 験 と し て は 、 エ
ッ グ ド ロ ッ プ コ ン テ ス ト 。 よ く 飛 ぶ 紙 飛 行 機 を 作 る 。 紙 コ ッ プ に お 湯 を 入
れ て 机 上 に 置 い て お く と 、机 の コ ッ プ が 乗 っ て い た 部 分 に 曇 り が 出 来 る の
は な ぜ か を 実 験 に よ り 証 明 せ よ 。 タ ン ゴ ム シ の Ｔ 字 路 実 験 。 タ オ ル は な ぜ
乾 く の か 。 な ど が あ る 。 ミ ニ 課 題 研 究 で は 、 発 表 資 料 の 作 成 か ら 発 表 会 の
実 施 ま で 通 し て 行 い た い 。  
(2 )  「 理 数 探 究 」 で 実 際 に 課 題 研 究 に 取 り 組 む  
生 徒 が 自 ら 疑 問 か ら 研 究 が 出 発 す る の が 課 題 研 究 の 本 筋 で あ る が 、 実 際 に
は 研 究 テ ー マ を 設 定 す る こ と が 大 変 難 し い 。 多 く の 生 徒 が 研 究 し て み た い と
思 っ た テ ー マ は 、 簡 単 す ぎ た り 、 仮 説 の 設 定 が 難 し か っ た り 、 な か な か 回 答
の 出 な い 複 雑 な 研 究 テ ー マ で あ る 場 合 が 多 い か ら で あ る 。予 備 実 験 を 実 施 し
て 、 そ こ か ら 、 ど の よ う な 研 究 仮 説 を 設 定 す る こ と が で き る か を 見 極 め る こ
と が 必 要 で あ り 、 指 導 す る 教 師 の 力 量 が 問 わ れ る 場 面 で あ る 。  
続 い て 、 仮 説 に 基 づ き 実 験 計 画 を 作 成 す る 。 高 校 生 の 観 察 ・ 実 験 の 場 合 、
こ の 実 験 計 画 の 作 成 、 実 験 の 再 現 性 の 確 認 や 正 確 な 対 照 実 験 の 作 成 が 鍵 で あ
る 。 実 験 結 果 を 解 析 し 、 失 敗 に 終 わ れ ば 仮 説 や 実 験 結 果 を 修 正 し 、 再 度 実 験
に チ ャ レ ン ジ す る 。 こ の 繰 り 返 し こ そ が 探 究 で あ り 、 生 徒 に 本 当 に 身 に 付 け
さ せ た い 力 で あ る 。  
ま と め と 発 表 に つ い て は 、 情 報 科 や 英 語 科 、 国 語 科 等 広 く 全 校 の 協 力 を 得
る 。 研 究 成 果 発 表 会 は で き る だ け 大 き な ハ レ の 舞 台 を 作 っ て あ げ た い 。 そ れ
が 目 標 と な り 、 研 究 の 質 を 高 め る こ と に つ な が る 。  
(3 )  評 価 の 検 討  
新 教 科 の 評 価 に つ い て の 検 討 が 必 要 で あ る 。 「 理 数 探 究 」 及 び 「 理 数 探 究
基 礎 」 の 評 価 に つ い て 、 「 次 期 学 習 指 導 要 領 等 に 向 け た こ れ ま で の 審 議 の ま
と め 」 ２ ） で は 次 の よ う に 示 さ れ て い る 。  
○  「 理 数 探 究 」 の 評 価 に 当 た っ て は 、 探 究 の 成 果 に お け る 新 た な 知 見 の 有 無
や 価 値 よ り も 、探 究 の 過 程 に お い て 資 質・能 力 を ど の 程 度 身 に 付 け る こ と が
で き た か や 、探 究 の 過 程 全 体 を 俯 瞰 的 に 捉 え 、自 ら が ど の 位 置 に い る か 、ど
こ で 間 違 っ た の か な ど が 説 明 で き る よ う に な っ て い る か と い う 点 を 重 視 す
べ き で あ る 。  
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○  探 究 の 過 程 に お け る 観 察 ・ 実 験 の 内 容 や そ の 中 で 生 じ た 疑 問 、 そ れ に 対
す る 自 ら の 思 考 の 過 程 な ど を 「 探 究 ノ ー ト 」 等 に 記 録 さ せ 、 自 己 の 成 長 の
過 程 を 認 識 で き る よ う に す る と と も に 、評 価 の 場 面 で も 用 い る こ と が 重 要
で あ る 。 ま た 、 「 探 究 ノ ー ト 」 等 を 通 じ て 生 徒 の 独 創 的 な 思 考 や 探 究 の 過
程 に お け る 態 度 を 評 価 す る ほ か 、 報 告 書 や 発 表 の 内 容 、 発 表 会 に お け る 生
徒 に よ る 相 互 評 価 や 自 己 評 価 を 取 り 入 れ る な ど 、多 様 な 評 価 方 法 を 用 い る
と と も に 、 複 数 の 教 員 に よ る 複 合 的 な 視 点 で 評 価 す る こ と が 必 要 で あ る 。 
こ の 方 向 で 評 価 の 研 究 が 進 み 、パ フ ォ ー マ ン ス 評 価 と し て の ル ー ブ リ ッ ク
評 価 、 ポ ー ト フ ォ リ オ 評 価 等 の 実 践 が 幅 広 く な さ れ て い る 。 た だ し 、 本 質 的
に は 、 生 徒 に 育 て た い 力 （ 例 え ば 課 題 解 決 能 力 や 思 考 力 、 創 造 性 な ど ） が ど
れ だ け 育 成 さ れ て い る の か が 評 価 と な ら な け れ ば な ら な い 。 学 校 と し て 、 こ
の よ う な 資 質 ・ 能 力 の 評 価 に 取 り 組 む 研 究 的 な 姿 勢 も 重 要 で あ る 。  
 
 
５  研 究 の 成 果 と 今 後 の 課 題  
 
我 が 国 の 理 科 教 育 の 最 大 の 課 題 は 、 「 理 科 が 好 き 」 を 育 て る こ と で あ る 。
科 学 的 リ テ ラ シ ー や 理 科 の 関 す る 知 識 ・ 理 解 に 関 し て は 、 望 め ば き り が な い
が 、国 際 的 に 見 れ ば 十 分 に 目 標 に 達 し て い る 。し か し 、「 理 科 は 楽 し い 」「 理
科 学 習 者 と し て の 自 己 効 力 感 」 が 著 し く 低 い こ と が 最 大 の 課 題 で あ る 。 こ れ
は 、 2010 年 に 日 本 、 韓 国 、 中 国 、 ア メ リ カ の 高 校 生 7,000 人 に 対 し て 行 わ れ
た 意 識 調 査 の デ ー タ 1 0 ） と 相 関 が あ る と 私 は 考 え る 。  
「 私 は 先 生 に 優 秀 だ と 認 め ら れ て い る 」 と い う 問 い に 対 し て 、 「 ま っ た く
そ う だ 」「 ま あ そ う だ 」 と 肯 定 的 に 答 え た 高 校 生 の 割 合 は 、 韓 国 40％ 、 中 国
55％ 、ア メ リ カ 82％ に 対 し て 、日 本 は 18％ 。「 自 分 が 優 秀 だ と 思 う 」は 、韓
国 47％ 、 中 国 67％ 、 ア メ リ カ 88％ に 対 し て 、 日 本 は 15％ 。  
「 私 は 価 値 の あ る 人 間 だ と 思 う 」 は 、 韓 国 75％ 、 中 国 88％ 、 ア メ リ カ 89％
に 対 し て 、 日 本 は 36％ で あ っ た 。  
こ れ は 国 民 性 の 違 い で あ っ て 、む し ろ 日 本 人 の 美 徳 な の だ と い う 意 見 も 聞
く 。 し か し 、 「 自 分 に は 価 値 が な い 」 な ど と い う こ と は 絶 対 に な い 。 ま ず は
理 科 学 習 か ら 「 理 科 は 楽 し い 」 「 理 科 学 習 者 と し て の 自 己 効 力 感 」 を 高 め る
改 革 を し な け れ ば な ら な い の だ と 考 え る 。そ の 突 破 口 と な る の が「 課 題 研 究 」
で あ り 「 探 究 」 で あ り 「 理 数 探 究 」 な の で あ る 。  
現 在 、 我 が 国 は 様 々 な 課 題 に 直 面 し て お り 、 こ れ ら の 解 決 手 段 と し て イ ノ
ベ ー シ ョ ン に 大 き な 期 待 が 寄 せ ら れ て い る 。 研 究 者 の み な ら ず こ れ か ら の 世
界 に 生 き る 生 徒 達 に は 、 深 い 知 的 好 奇 心 や 自 発 的 な 研 究 態 度 、 自 ら 課 題 を 発
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見 し た り 未 知 の も の に 挑 戦 し た り す る 態 度 が 求 め ら れ て い る 。 ま た 、 革 新 的
な 価 値 は 、 多 様 な 学 問 分 野 の 知 の 統 合 に よ り 生 ま れ る こ と が 多 く 、 従 来 の 慣
習 や 常 識 に と ら わ れ な い 柔 軟 な 思 考 と 斬 新 な 発 想 に よ っ て も た ら さ れ る も
の で あ る 。 我 が 国 の 未 来 の 立 国 に 関 わ る 大 問 題 へ の 回 答 の 種 が 次 期 学 習 指 導
要 領 に あ る 。 そ れ が 「 理 数 探 究 」 で あ る 。  
本 稿 で は 、 次 期 学 習 指 導 要 領 、 特 に 高 等 学 校 の 新 教 科 「 理 数 」 に つ い て の
考 察 と 提 言 を 行 っ た 。  
「 理 数 探 究 」 に つ い て は 、 課 題 の 設 定 か ら 評 価 ま で 、 小 学 校 か ら 高 等 学 校
ま で 、 校 内 の 課 題 か ら 地 域 と の 連 携 ま で 、 ま だ ま だ 多 く の 課 題 が あ る 。 し か
し 願 わ く ば 、 全 て の 高 校 生 に 、 一 度 は 課 題 研 究 に 正 面 か ら 取 り 組 ま せ た い 。
課 題 研 究 で 課 題 を 掴 む こ と は 、 自 ら の 人 生 の テ ー マ を 掴 む こ と で あ る 。 今 後
と も 、「 課 題 研 究 」 、「 理 数 探 究 」 、「 探 究 」 の よ り 幅 広 い 定 着 を 目 指 し て 、
全 国 各 地 の 実 践 事 例 を 広 く 収 集 し 、 さ ま ざ ま な 場 面 で 紹 介 、 提 言 を し て い き
た い 。  
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３ ） 野 中  繁 「 次 期 学 習 指 導 要 領 に お け る 理 科 教 育 の 改 善 点 と 課 題 」 武 蔵 野 教 育 学
論 文 集  第 2 号 （ 2 0 1 7 年 ）  
４ ） 中 央 教 育 審 議 会 答 申 「 幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の
学 習 指 導 要 領 等 の 改 善 及 び 必 要 な 方 策 等 に つ い て （ 答 申 ） 」 平 成 28（ 2016） 年 12 月  
５ ） 経 済 協 力 開 発 機 構 （ OECD） 「 201 2 年 生 徒 の 学 習 到 達 度 調 査 （ P ISA） 」 201 2 年  
６ ）国 際 教 育 到 達 度 評 価 学 会（ IEA）「 国 際 数 学 ・ 理 科 教 育 動 向 調 査（ TIM SS  2 0 1 1）」
201 1 年  
７ ） 経 済 協 力 開 発 機 構 （ OECD） 「 201 5 年 生 徒 の 学 習 到 達 度 調 査 （ P ISA） 」 201 5 年  
８ ）国 際 教 育 到 達 度 評 価 学 会（ IEA）「 国 際 数 学 ・ 理 科 教 育 動 向 調 査（ TIM SS  2 0 1 5）」
201 5 年  
９ ） 小 倉  康 「 理 科 へ の 学 習 意 欲 に 関 す る 実 態 調 査  ス ー パ ー サ イ エ ン ス ハ イ ス
ク ー ル ・ 理 科 大 好 き ス ク ー ル 対 象  調 査 結 果 報 告 書 」 平 成 1 7 （ 2 0 0 5 ） 年  
1 0） （ 財 ） 日 本 青 少 年 研 究 所 「 高 校 生 の 心 と 体 の 健 康 に 関 す る 調 査 ～ 日 本 、 ア メ リ カ 、
中 国 、 韓 国 の 比 較 」 （ 2011 年 2 月 ）  
